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AnomalyAnomaly--mediationmediation超対称性模型超対称性模型超対称性模型超対称性模型超対称性模型超対称性模型超対称性模型超対称性模型

(1)(1)(1)(1)(1)(1)(1)(1) Wino mass Wino mass Wino mass Wino mass Wino mass Wino mass Wino mass Wino mass はははははははは free parameterfree parameterfree parameterfree parameterfree parameterfree parameterfree parameterfree parameter (2) (2) (2) (2) (2) (2) (2) (2) Large m0Large m0Large m0Large m0Large m0Large m0Large m0Large m0

binobino winowino gluinogluino

M. Ibe T. Moroi T. Yanagida

→→→→→→→→Hidden sectorHidden sectorからからからから量子異常量子異常量子異常量子異常をををを通通通通してしてしてして超対称性超対称性超対称性超対称性のののの破破破破れがれがれがれが伝伝伝伝わるわるわるわる模型模型模型模型からからからから量子異常量子異常量子異常量子異常をををを通通通通してしてしてして超対称性超対称性超対称性超対称性のののの破破破破れがれがれがれが伝伝伝伝わるわるわるわる模型模型模型模型

・・・・・・・・GGauginoaugino mass mass のののの関係関係関係関係のののの関係関係関係関係

・・・・・・・・CharginoChargino ととととととととNeutralinoNeutralino がががが縮退縮退縮退縮退がががが縮退縮退縮退縮退

最近最近最近最近のののの論文論文論文論文ではではではでは以下以下以下以下のののの２２２２点点点点がががが指摘指摘指摘指摘されているされているされているされている最近最近最近最近のののの論文論文論文論文ではではではでは以下以下以下以下のののの２２２２点点点点がががが指摘指摘指摘指摘されているされているされているされている （（（（（（（（hephep--ph/0610277ph/0610277））））））））

Wino mass Wino mass のみのみのみのみのみのみのみのみHiggsHiggs--HiggsinoHiggsino

loop loop のののの効果効果効果効果にににに大大大大きくきくきくきく依存依存依存依存するするするするのののの効果効果効果効果にににに大大大大きくきくきくきく依存依存依存依存するするするする
mm00のののの起源起源起源起源ががががのののの起源起源起源起源ががががKKäählerhlerポテンシャルポテンシャルポテンシャルポテンシャルだとだとだとだとポテンシャルポテンシャルポテンシャルポテンシャルだとだとだとだと

仮定仮定仮定仮定するとするとするとすると仮定仮定仮定仮定するとするとするとするとm3/2m3/2とととと同同同同じじじじオーダーオーダーオーダーオーダーとととと同同同同じじじじオーダーオーダーオーダーオーダー

→→→→→→→→FCNC, SUSY CPFCNC, SUSY CP 問題問題問題問題のののの解決解決解決解決問題問題問題問題のののの解決解決解決解決
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Signal at LHCSignal at LHC

重心重心重心重心エネルギーエネルギーエネルギーエネルギー重心重心重心重心エネルギーエネルギーエネルギーエネルギー14TeV14TeVのののの陽子衝突型加速器陽子衝突型加速器陽子衝突型加速器陽子衝突型加速器ＬＨＣＬＨＣＬＨＣＬＨＣではではではでは生成生成生成生成されないされないされないされないのののの陽子衝突型加速器陽子衝突型加速器陽子衝突型加速器陽子衝突型加速器ＬＨＣＬＨＣＬＨＣＬＨＣではではではでは生成生成生成生成されないされないされないされない

Event TopologyEvent Topology

GluinoGluino対生成対生成対生成対生成対生成対生成対生成対生成

m0m0（（（（大大大大））））（（（（大大大大）））） →→→→→→→→ SquarkSquark, , SleptonSlepton ののののののののmass mass （（（（大大大大））））（（（（大大大大））））

GluinoGluino対生成対生成対生成対生成がががが主主主主なななな生成過程生成過程生成過程生成過程対生成対生成対生成対生成がががが主主主主なななな生成過程生成過程生成過程生成過程

CharginoCharginoととととととととNeutralinoNeutralinoののののののののmassmassがががが縮退縮退縮退縮退していることによりしていることによりしていることによりしていることにより、、、、がががが縮退縮退縮退縮退していることによりしていることによりしていることによりしていることにより、、、、
以下以下以下以下のののの３３３３つのつのつのつの以下以下以下以下のののの３３３３つのつのつのつのTopologyTopologyがががが考考考考えられるえられるえられるえられるがががが考考考考えられるえられるえられるえられる

（（（（１１１１））））（（（（１１１１）））） 4jets + long4jets + long--lived charged particlelived charged particle

（（（（２２２２））））（（（（２２２２）））） 4jets + missing + kink tracker4jets + missing + kink tracker

（（（（３３３３））））（（（（３３３３）））） 4jets + missing4jets + missing

→→→→今回今回今回今回はははは（（（（３３３３））））についてのについてのについてのについての→→→→今回今回今回今回はははは（（（（３３３３））））についてのについてのについてのについてのSimulationSimulationおよびそのおよびそのおよびそのおよびその解析解析解析解析をををを行行行行なったなったなったなったおよびそのおよびそのおよびそのおよびその解析解析解析解析をををを行行行行なったなったなったなった

縮退縮退縮退縮退縮退縮退縮退縮退
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モンテカルロサンプルモンテカルロサンプルモンテカルロサンプルモンテカルロサンプルモンテカルロサンプルモンテカルロサンプルモンテカルロサンプルモンテカルロサンプル

1 TeV

200 GeV

400 GeV

Signal

Background

Generator: Generator: MadGraphMadGraph ver.4ver.4 ++ PythiaPythia 6.36.3

( ( σσσσσσσσ=671 =671 fbfb ))

75%75% 25%25%

Generator: Generator: AlpgenAlpgen v2.05v2.05 + + JimmyJimmy

�� tttt + N jets   ( ~1nb)+ N jets   ( ~1nb)

�� W + N jets  ( ~1nb)W + N jets  ( ~1nb)

�� Z + N jets   ( ~ 1nb)Z + N jets   ( ~ 1nb)

�� QCD MultiQCD Multi--Jets              ( ~50Jets              ( ~50μμμμμμμμb)b)

�� bbbb + N jets, cc +N jets   ( ~10nb)+ N jets, cc +N jets   ( ~10nb)

→→→→今回今回今回今回はははは→→→→今回今回今回今回ははははSignal,Signal, BackgroundBackground共共共共にににに共共共共ににににFastFast SimulationSimulationをおこなったをおこなったをおこなったをおこなったをおこなったをおこなったをおこなったをおこなった

をををを仮定仮定仮定仮定をををを仮定仮定仮定仮定

: 1TeV: 1TeV : 350, 400, 450GeV: 350, 400, 450GeV

: 100, 200, 300, 400GeV: 100, 200, 300, 400GeV
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[2] Discovery Potential[2] Discovery Potential

�� Selection CutSelection Cut

�� 0 lepton mode0 lepton mode

�� 2 lepton mode2 lepton mode
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Selection CutSelection Cut

↑↑↑↑↑↑↑↑CutCut前前前前のののの前前前前ののののJJet Ptet Pt分布分布分布分布分布分布分布分布(Signal)(Signal)

↓↓↓↓↓↓↓↓CutCut前前前前のののの前前前前ののののmissing Etmissing Et分布分布分布分布分布分布分布分布

BackgroundBackgroundとととと分離分離分離分離するためのするためのするためのするためのとととと分離分離分離分離するためのするためのするためのするためのCutCutをををををををを

以下以下以下以下のようにのようにのようにのように最適化最適化最適化最適化したしたしたした以下以下以下以下のようにのようにのようにのように最適化最適化最適化最適化したしたしたした

�� # of Jets # of Jets ≥≥≥≥≥≥≥≥ 4 4 

�� Jet Pt: Pt(1Jet Pt: Pt(1stst)   )   ≥≥≥≥≥≥≥≥ 200GeV200GeV

Pt(2Pt(2ndnd)  )  ≥≥≥≥≥≥≥≥ 100GeV100GeV

Pt(3Pt(3rdrd)   )   ≥≥≥≥≥≥≥≥ 50GeV50GeV

Pt(4Pt(4thth)   )   ≥≥≥≥≥≥≥≥ 50GeV50GeV

�� missing Et missing Et ≥≥≥≥≥≥≥≥ max(300GeV,0.2Meff)max(300GeV,0.2Meff)

�� Transverse Transverse SphericitySphericity ≥≥≥≥≥≥≥≥ 0.20.2
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Discovery Potential (1)Discovery Potential (1)

1 fb1 fb--11 10 fb10 fb--11

MeffMeff 分布分布分布分布分布分布分布分布 （（（（（（（（0lepton mode0lepton mode）））））））） MeffMeff 分布分布分布分布分布分布分布分布 （（（（（（（（2 lepton mode2 lepton mode））））））））

0 lepton 0 lepton またはまたはまたはまたはまたはまたはまたはまたは2 lepton 2 lepton をををを要求要求要求要求したときのしたときのしたときのしたときのをををを要求要求要求要求したときのしたときのしたときのしたときの MMeffeff 分布分布分布分布にににに分布分布分布分布ににににexcessexcessがみられるがみられるがみられるがみられるがみられるがみられるがみられるがみられる

Effective mass Effective mass のののの定義定義定義定義のののの定義定義定義定義

Signal: Signal: 8484 Background : Background : 3333

( 1600GeV( 1600GeV以上以上以上以上以上以上以上以上,1 ,1 fbfb－－－－１１１１－－－－１１１１ののののデータデータデータデータ量量量量））））ののののデータデータデータデータ量量量量））））

Signal: Signal: 4444 Background : Background : 2121

( 1200GeV( 1200GeV以上以上以上以上以上以上以上以上,10 ,10 fbfb－－－－１１１１－－－－１１１１ののののデータデータデータデータ量量量量））））ののののデータデータデータデータ量量量量））））
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Discovery Potential (2)Discovery Potential (2)

Discovery Potential (Discovery Potential (0 lepton mode0 lepton mode)) Discovery Potential (Discovery Potential (2 lepton mode2 lepton mode))

他他他他のののの他他他他ののののmassmass設定設定設定設定のののの設定設定設定設定ののののMCMCサンプルサンプルサンプルサンプルでもでもでもでも同様同様同様同様にににに解析解析解析解析をををを行行行行なったなったなったなったサンプルサンプルサンプルサンプルでもでもでもでも同様同様同様同様にににに解析解析解析解析をををを行行行行なったなったなったなった

0 lepton mode0 lepton mode: Wino mass =: Wino mass =100,200,300,400100,200,300,400 [[GeVGeV], ], GluinoGluino mass = 1TeV(mass = 1TeV(固定固定固定固定固定固定固定固定))

2 lepton mode2 lepton mode: : BinoBino mass =mass = 350,400,450350,400,450 [[GeV],GluinoGeV],Gluino mass = 1TeV(mass = 1TeV(固定固定固定固定固定固定固定固定))

Wino mass = 200GeV(Wino mass = 200GeV(固定固定固定固定固定固定固定固定))

ATLAS Discovery: SATLAS Discovery: S／／／／／／／／√√√√√√√√ B > 5 B > 5 かつかつかつかつかつかつかつかつ S > 10S > 10

今回今回今回今回、、、、今回今回今回今回、、、、wino, wino, binobinoののののののののmassmassをををを変化変化変化変化させたがさせたがさせたがさせたが、、、、実際実際実際実際にはにはにはには断面積断面積断面積断面積ははははをををを変化変化変化変化させたがさせたがさせたがさせたが、、、、実際実際実際実際にはにはにはには断面積断面積断面積断面積ははははgluinogluino のののののののの
massmassににににににににsensitivesensitiveでありでありでありであり、、、、でありでありでありであり、、、、1TeV1TeVよりよりよりより重重重重いいいい領域領域領域領域ではではではでは急激急激急激急激にににに小小小小さくなるさくなるさくなるさくなる。。。。よりよりよりより重重重重いいいい領域領域領域領域ではではではでは急激急激急激急激にににに小小小小さくなるさくなるさくなるさくなる。。。。
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[3] Reconstruction[3] Reconstruction

�� Wino Decay ChainWino Decay Chain

�� BinoBino Decay ChainDecay Chain
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Wino Decay Chain (1)Wino Decay Chain (1)

→→→→ Hemisphere method のののの適用適用適用適用

1TeV1TeV

400GeV400GeV

200GeV200GeV

0 lepton 0 lepton をををを要求要求要求要求しししし、、、、左側左側左側左側ののののをををを要求要求要求要求しししし、、、、左側左側左側左側ののののDecay ChainDecay Chainにおけるにおけるにおけるにおける、、、、におけるにおけるにおけるにおける、、、、

ΔΔΔΔΔΔΔΔM = M = M(GluinoM(Gluino) ) –––––––– M(WinoM(Wino) =) = 800GeV800GeV をををを再構成再構成再構成再構成するするするするをををを再構成再構成再構成再構成するするするする

TruthQuarkMjj_gluino1

Entries  5000
Mean    482.9
RMS     178.3

0 200 400 600 800 1000 1200 1400 1600 1800 2000
0

20

40

60

80

100

120

TruthQuarkMjj_gluino1

Entries  5000
Mean    482.9
RMS     178.3

truthQuark MqqMqq分布分布分布分布分布分布分布分布

MqqMqq [[GeVGeV]]

44本以上本以上本以上本以上のののの本以上本以上本以上本以上ののののJetJetからからからから同同同同じじじじからからからから同同同同じじじじgluinogluino起源起源起源起源であるであるであるである起源起源起源起源であるであるであるである
JetJetをををををををを22本選本選本選本選びびびび出出出出しししし本選本選本選本選びびびび出出出出ししししinvariant massinvariant massをををを組組組組むむむむをををを組組組組むむむむ
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Wino Decay Chain (2)Wino Decay Chain (2)

Pt > 50GeVPt > 50GeVかつかつかつかつかつかつかつかつ||ηηηηηηηη| < 3| < 3ののののののののJetJetについてについてについてについてについてについてについてについて
HHemisphere methodemisphere method をををを適用適用適用適用をををを適用適用適用適用

各各各各各各各各HemisphereHemisphereににににににににJetJetがががががががが少少少少なくともなくともなくともなくとも少少少少なくともなくともなくともなくとも22本本本本本本本本

あることをあることをあることをあることを要求要求要求要求あることをあることをあることをあることを要求要求要求要求

各各各各各各各各HemisphereHemisphereででででででででhigh Pt 2high Pt 2本本本本のののの本本本本ののののJetJet

でででででででで invariant mass invariant mass をををを組組組組むむむむをををを組組組組むむむむ

組組組組んだんだんだんだ組組組組んだんだんだんだinvariant massinvariant mass２２２２つのつのつのつの差差差差がががが２２２２つのつのつのつの差差差差がががが
200GeV200GeV以下以下以下以下以下以下以下以下であることをであることをであることをであることを要求要求要求要求であることをであることをであることをであることを要求要求要求要求

GluinoGluino mass = mass = 1TeV1TeV, Wino mass = , Wino mass = 200GeV200GeV

�� 全体全体全体全体のののの全体全体全体全体のののの44%44%ののののイベントイベントイベントイベントがががが正正正正しくしくしくしくののののイベントイベントイベントイベントがががが正正正正しくしくしくしくHemisphereHemisphereでででで分離分離分離分離でででで分離分離分離分離

�� MqqMqq endpointendpoint以上以上以上以上のののの以上以上以上以上ののののtailtailがががが少少少少ないないないないがががが少少少少ないないないない

�� fitfit方法方法方法方法はははは検討中検討中検討中検討中方法方法方法方法はははは検討中検討中検討中検討中

Hemisphere method Hemisphere method をををを適用適用適用適用してしてしてして組組組組んだんだんだんだをををを適用適用適用適用してしてしてして組組組組んだんだんだんだMjjMjj分布分布分布分布分布分布分布分布
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BinoBino Decay Chain (1)Decay Chain (1)

1TeV1TeV

400GeV400GeV

200GeV200GeV

22 lepton lepton をををを要求要求要求要求しししし、、、、左側左側左側左側ののののをををを要求要求要求要求しししし、、、、左側左側左側左側ののののDecay ChainDecay Chainにおけるにおけるにおけるにおける、、、、におけるにおけるにおけるにおける、、、、

ΔΔΔΔΔΔΔΔM = M = M(BinoM(Bino) ) –––––––– M(WinoM(Wino) =) = 200GeV200GeV をををを再構成再構成再構成再構成するするするするをををを再構成再構成再構成再構成するするするする

SignalSignalではではではでは同同同同じじじじではではではでは同同同同じじじじflavorflavorののののレプトンレプトンレプトンレプトンののののレプトンレプトンレプトンレプトン
がでるためがでるためがでるためがでるため、、、、がでるためがでるためがでるためがでるため、、、、flavor subtractionflavor subtraction

をおこなうをおこなうをおこなうをおこなうをおこなうをおこなうをおこなうをおこなう

主主主主なななな主主主主ななななbackgroundbackgroundはははははははは t t t t →→→→→→→→ llννννννννllνννννννν

200GeV200GeVにきれいなにきれいなにきれいなにきれいなにきれいなにきれいなにきれいなにきれいなedgeedgeをををを見見見見ることがることがることがることが出来出来出来出来るるるるをををを見見見見ることがることがることがることが出来出来出来出来るるるる

),(),(),(),( −+−+−+−+
−−+ µµµµ eeee

2 lepton invariant mass 2 lepton invariant mass 分布分布分布分布分布分布分布分布
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BinoBino Decay Chain (2)Decay Chain (2)

1TeV1TeV

400GeV400GeV

200GeV200GeV

MjjMjj分布分布分布分布分布分布分布分布 ((BinoBino chain)chain) MjjMjj分布分布分布分布分布分布分布分布(Wino chain)(Wino chain) MlljjMlljj分布分布分布分布分布分布分布分布((BinoBino chain)chain)

2 lepton 2 lepton をををを要求要求要求要求したしたしたした上上上上でででで他他他他ののののをををを要求要求要求要求したしたしたした上上上上でででで他他他他のののの

massmassのののの差差差差もももも再構成再構成再構成再構成するするするするのののの差差差差もももも再構成再構成再構成再構成するするするする

特特特特にににに、、、、特特特特にににに、、、、MlljjMlljj分布分布分布分布できれいなできれいなできれいなできれいな分布分布分布分布できれいなできれいなできれいなできれいなedgeedgeがががが見見見見えるえるえるえるがががが見見見見えるえるえるえる

BinoBino decaydecayからでるからでるからでるからでるからでるからでるからでるからでる2nd low pt quark2nd low pt quarkはははは４４４４はははは４４４４6%, 4th pt Jet 6%, 4th pt Jet へへへへへへへへ

Lepton Lepton 

Lepton Lepton 

22ndnd PPT jetT jet

11stst PT jetPT jet

44thth PT jetPT jet

33rdrd PT jetPT jet

LeptonLepton方向方向方向方向ののののベクトルベクトルベクトルベクトル和和和和方向方向方向方向ののののベクトルベクトルベクトルベクトル和和和和

11stst, 2, 2ndnd のうちのうちのうちのうち、、、、のうちのうちのうちのうち、、、、LeptonLepton方向方向方向方向ののののベクトルベクトルベクトルベクトル和和和和方向方向方向方向ののののベクトルベクトルベクトルベクトル和和和和
にににに近近近近いいいい方方方方ととととにににに近近近近いいいい方方方方とととと44ththををををををををBBinoino chainchainからのからのからのからのからのからのからのからのJetJetとととととととと
みなすみなすみなすみなすみなすみなすみなすみなす
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SummarySummary

�� ATLASATLAS実験実験実験実験においてにおいてにおいてにおいて実験実験実験実験においてにおいてにおいてにおいてAnomalyAnomaly--mediationmediation超対称性模型超対称性模型超対称性模型超対称性模型超対称性模型超対称性模型超対称性模型超対称性模型にににに基基基基づきづきづきづき、、、、にににに基基基基づきづきづきづき、、、、

m0 m0 パラメータパラメータパラメータパラメータがががが大大大大きくなるきくなるきくなるきくなるシナリオシナリオシナリオシナリオでのでのでのでのパラメータパラメータパラメータパラメータがががが大大大大きくなるきくなるきくなるきくなるシナリオシナリオシナリオシナリオでのでのでのでのSimulationSimulationおよびそのおよびそのおよびそのおよびその解析解析解析解析およびそのおよびそのおよびそのおよびその解析解析解析解析

をををを行行行行なっているなっているなっているなっているをををを行行行行なっているなっているなっているなっている

�� DiscoveryDiscoveryにににに関関関関してはしてはしてはしてはにににに関関関関してはしてはしてはしては

0 lepton mode (1fb0 lepton mode (1fb－－－－１１１１－－－－１１１１ ))

2 lepton mode (10fb2 lepton mode (10fb－－－－１１１１－－－－１１１１ ))

でででで可能可能可能可能でででで可能可能可能可能

�� ReconstructionReconstructionにににに関関関関してはしてはしてはしてはにににに関関関関してはしてはしてはしては

Wino decay chain ( 0 lepton Wino decay chain ( 0 lepton をををを要求要求要求要求をををを要求要求要求要求, hemisphere method), hemisphere method)

BinoBino decay chain ( 2 lepton decay chain ( 2 lepton をををを要求要求要求要求をををを要求要求要求要求))

においてにおいてにおいてにおいて全全全全てのてのてのてのにおいてにおいてにおいてにおいて全全全全てのてのてのてのmassmassのののの差差差差をををを決定決定決定決定できるできるできるできるのののの差差差差をををを決定決定決定決定できるできるできるできる

: 1TeV: 1TeV : 100,200,300,400 : 100,200,300,400 GeVGeV

: 1TeV: 1TeV : 350, 400, 450 : 350, 400, 450 GeVGeV

: 200GeV: 200GeV
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Backup slidesBackup slides
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~ Hemisphere method ~~ Hemisphere method ~

目的目的目的目的：：：：目的目的目的目的：：：： 生成生成生成生成したしたしたした生成生成生成生成したしたしたしたgluinogluino毎毎毎毎のののの毎毎毎毎ののののJetJetにににに分離分離分離分離するするするするにににに分離分離分離分離するするするする

pp pp

JetJet

JetJet

JetJet

JetJet

ここではここではここではここではここではここではここではここではobjectobjectとしてとしてとしてとしてとしてとしてとしてとしてJet Jet のみをのみをのみをのみを扱扱扱扱ううううのみをのみをのみをのみを扱扱扱扱うううう

Step 1Step 1 軸軸軸軸のののの決定決定決定決定軸軸軸軸のののの決定決定決定決定

軸軸軸軸１１１１軸軸軸軸１１１１ →→→→→→→→ 最最最最もももも大大大大きいきいきいきい運動量運動量運動量運動量をををを持持持持ったったったった最最最最もももも大大大大きいきいきいきい運動量運動量運動量運動量をををを持持持持ったったったったobjectobjectのののの方向方向方向方向のののの方向方向方向方向

軸軸軸軸２２２２軸軸軸軸２２２２ →→→→→→→→ 軸軸軸軸軸軸軸軸11からとのからとのからとのからとのからとのからとのからとのからとのΔΔΔΔΔΔΔΔR R をををを使使使使ってってってってをををを使使使使ってってってってpp・・・・・・・・ΔΔΔΔΔΔΔΔRRのののの最最最最もももも大大大大きいきいきいきいのののの最最最最もももも大大大大きいきいきいきいobjectobjectのののの方向方向方向方向のののの方向方向方向方向

Step 2Step 2 objectobjectのののの割割割割りりりり振振振振りりりりのののの割割割割りりりり振振振振りりりり

自身自身自身自身のののの運動量運動量運動量運動量ベクトルベクトルベクトルベクトルとととと軸軸軸軸のののの間間間間のののの角度角度角度角度がががが狭狭狭狭いいいい方方方方にににに割割割割りりりり振振振振るるるる自身自身自身自身のののの運動量運動量運動量運動量ベクトルベクトルベクトルベクトルとととと軸軸軸軸のののの間間間間のののの角度角度角度角度がががが狭狭狭狭いいいい方方方方にににに割割割割りりりり振振振振るるるる

Step 3Step 3 繰繰繰繰りりりり返返返返しししし繰繰繰繰りりりり返返返返しししし

軸軸軸軸をををを軸軸軸軸ををををhemispherehemisphere毎毎毎毎のののの毎毎毎毎ののののobjectobjectのののの運動量運動量運動量運動量ベクトルベクトルベクトルベクトル和和和和でででで定義定義定義定義しなおししなおししなおししなおし、、、、のののの運動量運動量運動量運動量ベクトルベクトルベクトルベクトル和和和和でででで定義定義定義定義しなおししなおししなおししなおし、、、、
もうもうもうもう一度一度一度一度もうもうもうもう一度一度一度一度Step2Step2のののの割割割割りりりり振振振振りをおこなうりをおこなうりをおこなうりをおこなう。。。。のののの割割割割りりりり振振振振りをおこなうりをおこなうりをおこなうりをおこなう。。。。 objectobjectののののののののhemispherehemisphereへのへのへのへのへのへのへのへの

割割割割りりりり振振振振りがりがりがりが変化変化変化変化しなくなるまでしなくなるまでしなくなるまでしなくなるまで繰繰繰繰りりりり返返返返すすすす。。。。割割割割りりりり振振振振りがりがりがりが変化変化変化変化しなくなるまでしなくなるまでしなくなるまでしなくなるまで繰繰繰繰りりりり返返返返すすすす。。。。
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TruthQuarkMjj_gluino1

Entries  5000
Mean    512.8
RMS     198.4
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Entries  5000
Mean    435.6
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MqqMqq分布分布分布分布分布分布分布分布 ((BinoBino Decay Chain)Decay Chain)

GluinoGluino 1TeV1TeV

Wino 100GeVWino 100GeV

GluinoGluino 1TeV1TeV

Wino 200GeVWino 200GeV

GluinoGluino 1TeV1TeV

Wino 300GeVWino 300GeV

GluinoGluino 1TeV1TeV

Wino 400GeVWino 400GeV
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GluinoGluino mass = mass = 1TeV1TeV

Wino mass = Wino mass = 100GeV100GeV

GluinoGluino mass = mass = 1TeV1TeV

Wino mass = Wino mass = 200GeV200GeV

GluinoGluino mass = mass = 1TeV1TeV

Wino mass = Wino mass = 300GeV300GeV

GluinoGluino mass = mass = 1TeV1TeV

Wino mass = Wino mass = 400GeV400GeV

MjjMjj分布分布分布分布（（（（分布分布分布分布（（（（Hemisphere method Hemisphere method なしなしなしなし））））なしなしなしなし））））
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GluinoGluino mass = mass = 1TeV1TeV

Wino mass = Wino mass = 200GeV200GeV

GluinoGluino mass = mass = 1TeV1TeV

Wino mass = Wino mass = 100GeV100GeV

GluinoGluino mass = mass = 1TeV1TeV

Wino mass = Wino mass = 300GeV300GeV

GluinoGluino mass = mass = 1TeV1TeV

Wino mass = Wino mass = 400GeV400GeV

MjjMjj分布分布分布分布（（（（分布分布分布分布（（（（Hemisphere method Hemisphere method 適用適用適用適用））））適用適用適用適用））））
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MllMll 再構成再構成再構成再構成再構成再構成再構成再構成 （（（（（（（（flavor subtractionflavor subtraction前前前前））））前前前前））））

左絵左絵左絵左絵：：：：左絵左絵左絵左絵：：：：e+ee+e-- or or μμμμμμμμ++μμμμμμμμ-- 右絵右絵右絵右絵：：：：右絵右絵右絵右絵：：：：e+e+μμμμμμμμ--or or μμμμμμμμ+e+e--
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MjjMjj分布分布分布分布分布分布分布分布 ((BinoBino chain)chain) MjjMjj分布分布分布分布分布分布分布分布(Wino chain)(Wino chain) MlljjMlljj分布分布分布分布分布分布分布分布((BinoBino chain)chain)

2 lepton mode 2 lepton mode でのでのでのでのでのでのでのでの MjjMjj分布分布分布分布などなどなどなど分布分布分布分布などなどなどなど （（（（（（（（flavor subtractionflavor subtraction前前前前））））前前前前））））

上段上段上段上段：：：：上段上段上段上段：：：：e+ee+e-- or or μμμμμμμμ++μμμμμμμμ-- 下段下段下段下段：：：：下段下段下段下段：：：：e+e+μμμμμμμμ--or or μμμμμμμμ+e+e--
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Hemisphere method Hemisphere method 

Hemisphere method Hemisphere method でででででででで

正正正正しくしくしくしく分分分分けられたものけられたものけられたものけられたもの：：：：正正正正しくしくしくしく分分分分けられたものけられたものけられたものけられたもの：：：： 赤赤赤赤赤赤赤赤

間違間違間違間違ってってってって分分分分けられたものけられたものけられたものけられたもの：：：：間違間違間違間違ってってってって分分分分けられたものけられたものけられたものけられたもの：：：： 青青青青青青青青

Wino massWino massをををを変化変化変化変化させたときのさせたときのさせたときのさせたときのをををを変化変化変化変化させたときのさせたときのさせたときのさせたときのMjjMjj分布分布分布分布（（（（左左左左分布分布分布分布（（（（左左左左:linear:linear右右右右：：：：右右右右：：：：loglog））））））））


